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TRMM/3B42による熱帯低気圧の降水量平均場
Mean Features of Tropical Cyclone Precipitation from TRMM/3B42
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熱帯低気圧周辺の降水量場の平均描像を環境場からの偏差として、衛星観測による日降水量データを用いて熱帯低気
圧活発海域（北西太平洋、北東太平洋、北大西洋、北インド洋、南インド洋、および南太平洋）別に評価した。すべて
の海域に共通な特徴として、熱帯低気圧中心から５度以内に集中した正の降水量偏差が存在し、そのピークは 70mm/day
から 100mm/dayに達する。その分布はガウス分布で良く近似でき、その e-folding半径は 2.2 - 2.8度である。すべての
海域で、この正の降水量偏差の周囲には負の降水量偏差が分布しており、熱帯低気圧中心から遠方では熱帯低気圧自身
のために降水量が抑制されていることを示している。負の降水量偏差は、最小値が-2mm/dayから-3mm/day程度であり、
主に熱帯低気圧中心の赤道側に分布している。中心付近の降水量超過頻度もまた評価した。北西太平洋における超過頻
度は全海域中最も大きく、熱帯低気圧の中心から１度以内の平均降水量の超過頻度は 100mm/dayに対して 26days/yr、ま
た 200mm/dayに対して 1.8days/yrである。従って、北西太平洋における熱帯低気圧は全海域中で降水強度がもっとも強
いと考えられる。
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